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【Ⅴ-１～３（途中まで）〔以上第 42 号〕Ⅴ-３（続）～７〔第 43 号〕Ⅴ-８】
Ⅵ　（幻の）ヴェーバー・ラートゲン体制と 1902 年の退任（降格）願〔以上第 44 号〕
Ⅶ　1902/03 年冬学期における復職と 1903 年の退任（降格）願
Ⅶ-１　1902/03 年冬学期における復職




















































教育活動の中断状況と完全に合致しており，1898 年夏から 1902 年秋までの彼の病状推移にか
んするきわめて信頼性の高い記述である。ここにおいて（1903 年６月の時点において），休暇














資料Ⅶ-①　ヴェーバーの退任（降格）願③（バーデン政府宛，1903 年４月 16 日付）
（GLA235/2643）











資料Ⅶ-②　ヴェーバーの講義免除願（バーデン政府宛，1903 年４月 16 日付）
（GLA235/2643）












まず講義免除については，ヴェーバーの意向を受けて，1903 年４月 27 日の大学特別評議会
において，1903 年夏学期における講義免除が認められ（UAH/RA824, S. 305），翌日付で，特
別評議会から本省にたいして講義免除願が提出され，認められている（GLA235/2643）。
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一方，正教授からの退任については，政府参事官フランツ・ベームがなおも慰留に努めた
ため，なかなか認められなかったとマリアンネは書いている（LB1: 275, LB2: 299）。しかし，
４月 21 日付学部長（ラートゲン）回状においては，ヴェーバーの退任をやむをえないものと
して哲学部が承認する意向がしめされ，翌日付で本省も学部にたいしてこれを了承し，学部













































































d 安藤の記述によると，ヴァイゼルトはまた，1903 年にヴェーバーが Ruheprofessorになったので教
壇には立たないことになったと誤情報を伝えたようであるが（安藤英治 1972: 143），本稿ですでに詳


























































































ベルクへと転ずるときの後任人事（Biesenbach 1969: 225），1900 年のハイデルベルク大学第
二教授新任人事（本稿で検討済），今回のヴェーバー後任人事，そして 1907 年のラートゲン
後任人事において（7），ヴェーバーはゾンバルトをつよく推薦している。






















































































資料Ⅷ-①　哲学部の推薦書（1903 年７月 26 日付）（GLA235/3140）
大公国法務・文部省御中
ハイデルベルク大学哲学部
ハイデルベルク，1903 年７月 26 日
国民経済学・財政学ポストの件





















































































































































































a ヘルクナーが 1888 年にフライブルクに員外助教授として招聘されるさいにも，彼とアルトホフと


















ていないのだが（MWGII/5: 570, Honigsheim 1963: 223-224），それでも彼をホーエンハイムの農業大
学に推薦し（Honigsheim, a. a. O.: 224），彼は 1906 年にその正教授に就任している。それに先立つ４
年前にも，ヴェーバーは彼のために推薦状を書いているのである。











Verhandlungen des IV. Deutschen Hochschullehrertages zu Dresden am 12. und 13. Oktober 1911. Leipzig:
Verlag des Literarischen Zentralblattes für Deutschland (Eduard Avenarius). 1912, S. 71. 上山安敏他編
訳 1979: 138。
j 当初，この 1907 年人事についても本稿で扱うつもりであったが，諸般の事情から割愛することに





































¡4 1900 年人事における哲学部の推薦書のことを指す。これはすでに本稿中に訳出した（本稿(4): 51-
53）。


















はベヒトが言及している（Becht 1990 (2): 63）。
™1 これにかんしては牧野雅彦の適切な指摘を参照（牧野雅彦 2006: 109）。
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